
操作方法

補足資料 _ プロトコルシート

実験を行う前に…
・初回使用時に規定量のエタノールを③Buffer NW に加えて下さい。
・ Buffer PB、Buffer GB に沈殿が生じた場合には 50 ℃でインキュベートし、沈殿をよく溶かしてからご使用下さい。

本資料は製品に同梱されている取扱説明書の補足資料です。詳しい注意事項等については、取扱説明書をよくお読みの上、ご利用ください。

GeneAll Expin Combo GP

1）Buffer PB︓サンプルの5倍量

3) ろ液を捨てカラムを再セット

1.5 mLチューブにカラムをセット

DNADNA溶溶液液

溶解

4）Buffer NW︓700 μL

6）Buffer EB︓50 μL

遠心　10,000×g以上，室温，1分間

結合

洗浄

静置　室温，1分間

溶出

Column type Dに移す

2) 遠心　10,000×g以上， 室温， 30秒間

ろ液を捨てカラムを再セット
遠心　10,000×g以上， 室温， 30秒間

5) 遠心　10,000×g以上， 室温， 1分間

1）サンプル

ろ液を捨てカラムを再セット

1.5 mLチューブにカラムをセット

DNADNA溶溶液液

溶解

7）Buffer GB︓500 μL

11）Buffer EB︓50 μL

遠心　10,000×g以上，室温，1分間

結合

洗浄

静置　室温，1分間

溶出

6) Column type Dに移す (最大700 µL)

遠心　10,000×g以上， 室温， 1分間

遠心　10,000×g以上， 室温， 30秒間

ろ液を捨てカラムを再セット

目的のDNAをアガロースゲルから
切り出し、サンプルとする

2）Buffer GB︓Ｘ μL
      (サンプル 1 mg につき 3 μL)

3) インキュベート　50 ℃、5~10分間
＊2,3分おきにボルテックスミキサーにて撹拌     

4) 溶解液の色が黄色であることを確認

5）2-プロパノール︓Y μL（別売り）
      (サンプル 1 mg につき 1 μL)

8）Buffer NW︓700 μL

遠心　10,000×g以上， 室温， 30秒間

10) 遠心　10,000×g以上， 室温， 1分間
9) ろ液を捨てカラムを再セット

アガロースゲルの場合PCR 産物の場合

サンプル (標準 100 µL)

※ 回収したいDNAサイズが200 bp以下
    または5 kb以上の場合実施

100-150
100-102


